
講師紹介

第一部の講師、渡辺雅文先生についてご紹介致します。

渡辺先生には私ども信夫心燈塾の専任講師を務めていただいております。

先生は 1954年、福島県双葉郡富岡町にお生まれです。明治大学商学部を卒業後、

経営コンサルタント会社に従事され 1992年 8月に独立、福島県南相馬市に渡辺

経営コンサルタント事務所を開業されました。今年創業 20周年を迎えていらっ

しゃいます。

ご自身のお仕事を「良縁つくり」「幸せ社員つくり」と表現される先生は、“商

人道”に基づいて人格や心を高める大切さを教えて下さっています。そして、

私たちは学び続ける事の大切さに気付く事ができました。

信夫心燈塾のテキストに何度も紹介されている一編の詩があります。

あなたの今日の仕事は、たった一人でもよい

あなたにありがとうといって下さる

お客という名の友をつくることである

商人道を象徴する言葉だと思います。

お手元に先生の著作「志の高さが未来を切り拓く」の第二集があると思います。

これは皆様に本日の記念に贈呈させていただきますのでお持ち帰り下さい。

もし、既にお持ちの方がいらっしゃいましたら、どなかた近しい方に差し上げ

ていただき商人道を広めていただければ幸いです。

それでは渡辺先生にご講演いただきます。

演題は「志の高さが未来を切り拓く」です。

講師紹介

本講演会の特別講師、作家の神渡良平先生についてご紹介致します。

神渡先生は 1948年、鹿児島県にお生まれです。

九州大学医学部を中退後、新聞記者、雑誌記者を経て独立。

38歳の時に脳梗塞で倒れられましたが、懸命のリハビリにより再起されていら

っしゃいます。

私は先般、先生の著書、「敗れざる者」を読ませていただきました。ダスキンの

創業者である鈴木清一氏の一生と経営哲学をつづった本書には「心願に生きる」

神渡先生の哲学が投影されているようで大変感動致しました。



そして昨年の東日本大震災発生当日、先生は正にこの著書の執筆中だったそう

です。

本書のあとがきで先生は震災に対するご自身の考えを述べられています。

また、先生のホームページ上にご講演についての記述がありました。

「私にとって講演は『巡礼』のようなものではないか。呼んでくださる方があ

る限り、どこへでもおうかがいしよう。私が得たささやかな覚醒が、話を聞い

てくださる方々を励まし、それらの方々の人生が、実りあるものに変わってい

くきっかけになるなら、たとえ遠いところでも、少人数の集まりでも、出かけ

ていって話をしよう。」

神渡先生が、こうして来て下さいました。

それでは、ご講演いただきます。

演題は「東日本大震災と私たちの使命」です。

神渡良平先生、宜しくお願い致します。


